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令和６年６月１０日 

議会報告・意見交換会報告書 

天童市議会議長 様 

代表者  伊藤 和子  

記録者  笹原 隆義  

班 員  古澤 義弘  

 〃   林 正人   

 

 

議会報告・意見交換会を開催したので、その概要を下記のとおり、報告します。 

 

記 

１ 日     時  令和６年５月２１日（火）午後７時～午後８時３０分 

２ 会     場 市立寺津公民館 

３ 欠 席 議 員 なし 

４ 参 加 者 数 １２名（高校生１名） 

５ 報 告 内 容  令和５年度議会活動等など 

６ 意見交換の内容 

市民（意見等） （議員）当日の回答 

旧寺津児童館を寺津児童クラ

ブに利用させてほしい。現在４

０名在籍。（１～３年生 30 名、

４～６年生 10 名） 

配慮が必要な子、特別支援学級

の子は数名で、普通学級にいて

も大人数が耐えられない子も

10 人程度いる。 

児童クラブの課題として、現在

の施設では生活スペースが狭

く、必要な機能が不足してい

る。定員が 41 名で、国の基準

は満たしているが十分とは言

えない。急な発熱の際等の静養

スペースがなく、また着替える

部屋もない。男女の配慮も必要

だが、足りていない。 

静かな環境で勉強したい子も

執行部にも伝える。 

 

（調査結果） 

現在の児童クラブの建物

は、平成２７年度に建築し

たものだが、利用児童数は

年々増加しており、保育ス

ペースの拡充や静養スペ

ースの確保が課題となっ

ている。 

こうした状況の中、６月に

運営主体の寺津児童クラ

ブ協会から、保育環境の向

上と通所時の安全面での

不安を解消するため、旧寺

津児童館を放課後児童ク

ラブとして利用したいと

いう内容の要望をいただ
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いるが、整備できていない。 

下校時の、例えば下校時の交通

安全や喧嘩などのトラブルは、

児童館を活用することにより

解消するのでは。児童館には広

いホール、更衣室、シャワー室

など十分な設備がある。小学校

の隣にあるので、下校時のトラ

ブルの解消にもつながると考

える。職員室からも児童館が見

えるので目が届く。平日の月曜

日から金曜日まで児童館を、土

曜日や長期休みは児童クラブ

を活用したい。 

市は地元の意見を最大限尊重

したいとのこと。地域の各種団

体からは理解をもらっている。 

 

児童館を活用する課題として

は、トイレが小さいため改修が

必要。児童館を使用するための

光熱水費が膨らむのでは。児童

館のランニングコストは約 70

万円、児童クラブは約 30 万円。

２か所を活用すると約 100 万

円になる。増える分を市に補助

してもらいたい。 

安全対策をしてほしい。多様な

子どもの対応、急に飛び出す子

ども。不審者対策。フェンスの

設置。 

駐車場の問題としては、児童館

の駐車場が狭い。送り迎えに

は、皆、車を使う。夕方は一斉

に混む恐れがある。 

職員の数についても相談して

いきたい。 

いた。 

放課後児童クラブが旧寺

津児童館を利用するため

には、小学生が生活する場

としてふさわしい施設と

なるようトイレなどの改

修工事や、保護者による自

動車での送迎の増加に対

応するための駐車場の確

保等が必要になると想定

される。 

市としては、今後、寺津児

童クラブ協会と話合いを

深め、課題等についての整

理を進めながら、前向きに

検討していきたい。 
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先生が足りてないと感じる。自

分も学童を使ったが、上級生が

いないと感じる。 

上級生がいると締りがある。メ

リハリが出る。 

上級生がいることで、低学年の

モラルも守られる事もある。 

 

現在の施設ができる前、50 人

を超えると狭いので、６年生の

入所をお断りした時期もあっ

た。 

２つに分けると補助金が減り、

職員数も倍増し、人件費も増え

る。 

今後、子どもが減ると保育料や

委託料も減るので、児童クラブ

の運営が難しくなる。そのため

にも市の支援は必要。 

 

旧寺津児童館を活用するには、

児童クラブで利用がいいと、婦

人会としてもそうしてほしい。 

 

災害について 

寺津地区は都川沿いの道路を

通って高擶地区に避難する。何

かしら対策してほしい。昔から

お願いしているが県道だから

と言って市では対応できない

とのことで変わらない。地域の

安全を守ってほしい。 

防災対策の強化は必要で

ある。引き続き県に対して

の重要事項として取り組

んでもらうよう伝える。 

 

（調査結果） 

この道路は、山形県が管理

する一般県道長岡中山線
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自分も通学で毎日使っている。

落ちる危険を感じる。歩道をつ

けてもらいたい。 

 

市の重要項目でも出てるよう

だが、全然変わらない。歩道と

ガードレールがほしい。 

 

で、本市としては、当該道

路は災害時における寺津

地区の避難路であり、ま

た、通勤・通学に利用する

地域間を結ぶ重要な路線

であることから、安全に通

行できるよう歩道や安全

施設の整備が重要である

と認識している。 

そのため、本市の重要事業

要望として、歩道及びガー

ドレールの設置を県に対

し要望しているので、御理

解をお願いしたい。 

 

寺津の新住宅団地で一時期は

盛り上がったが、立ち消えにな

った。地域の感覚として見放さ

れていると感じる。 

 

 

寺津の人口は、10 年で 300 人

くらい減ってる。市の東側は工

業団地、住宅開発など市の開発

が入っている。 

農業と一体となった対策を西

部地域で行ってほしい。 

 

消滅可能性都市、天童は免れた

がそれは街の中心部だけ。農業

振興地域などになっている寺

津は難しい。 

コンビニすらない。そんな寂し

い地域では若い人が来ない。 

 

周辺地域の発展に向けて

地域と一体となって取り

組んでいきたい。 
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８ 所  感 

地域の人口減少により、地域の活気を失いつつある状況を

憂慮していると感じた。市と地域が一体となってこの問題

に取り組んでいかなければならないと強く感じた。 

 


